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「Recognition and Correspondence to Disaster in Japan−

































































































































































































































ベトナム国家大学ホーチミン校の Dr. Son Thanh Tung先
生ら３名の訪日企画「Natural Disaster & Community Recov-



















































































































































































































◇Jun, OYANE, 2015, Community Reconstruction from Flood-
ing in Quang Phuoc Commune, Central Vietnam, The Senshu


































































◇大矢根淳，２０１７，「Recognition and Correspondence to Dis-
aster in Japan−−ordinary image, legal system, academic soci-
ety trend−−」（JSPS : Core-to-Coreプロジェクト「アジアの
防災コミュニティ形成」２０１７.８.８＠品川プリンスホテル）
◇大矢根淳，２０１７，「ローカル・コミュニティにおける減災
サイクルの研究―大災害の中長期復興から新たな防災社会シ
ステムを考える―」（四川省地域と国別重点研究拠点日本研
究センタ ２ー０１７.１１.４＠四川師範大学）
◇大矢根淳，２０１８（予定），「時空を超えて復興の諸相を考え
る～現存する仮設住宅（スピタク震災＠Armenia・１９８８）を
めぐって～」（専修大学人文科学研究所出版記念・公開講演
会２０１８.１.２７＠専修大学）
謝辞：本稿のうち、東日本大震災の被災地視察・復興調査に
関しては、平成２３～２６年度科学研究費補助金・基盤研究
（B）「自然災害からの創造的な復興の支援を目指す統合的な
民族誌的研究」（研究代表：清水展・京都大学、大矢根淳＝
分担研究者）、平成２８年度専修大学社会科学研究所グループ
研究助成「宮城県石巻市の復興における都市再生計画と地域
社会のレジリエンス」（研究代表：勝俣達也準教授、大矢根
淳・グループ研究メンバー）、アルメニア・スピタク震災復
興調査に関しては、平成２７～３０年度科学研究費補助金・基盤
研究（A）「多層的復興モデルに基づく巨大地震災害の国際
比較研究」（研究代表：高橋誠・名古屋大学、大矢根淳＝分
担研究者）、の成果です。助成に深く感謝いたします。
140 大矢根 淳
